
私の実践 

 

０歳児の保育～歩行に向けての取り組み～ 
 

 

 

＜はじめに＞ 

 0歳児クラスは15名です。こっこグループ（4～8月生まれの8名）とぴよぴよグループ（8

～2月生まれの7名）の2グループに分かれて生活しています。ぴよぴよグループの8月生ま

れのAちゃんを中心に、歩行に向けてマットの取り組みをしてきたことをまとめていきます。 

   

＜できることが積み重なる保育を目指して＞ 

Aちゃんは入園当初から気持ち的にも、身体的にも固さがある子でした。信頼関係を作って

いく中で、笑顔も増え楽しそうにあそぶ姿も増えてきましたが、身体が自分の思うように動か

ないもどかしさもあり、受け身で大人が来てくれるのを待っているところがありました。 

しかし、うんどう会後（10月中旬）くらいから、こっこグループの子どもたちがコロリンで

あそぶ様子をじっと見て、こっこグループのようにはまだできないけれど、ハイハイや体勢を

変えながら、同じようにまねっこしてあそぶ姿がでてきました。 

11月に入ると、同じグループのBちゃんが歩き始めたのに刺激を受け、Aちゃんも自分で立

とうとする姿が少しずつ出てきました。しかし、立っても初めはすぐにこけてしまうので、そ

れが嫌なのか次第に立つことがなくなっていきました。他の子は「できたね」「立てて嬉しいね」

と認められることで、「もっとしてみよう」と何度もチャレンジしたりするのに、Aちゃんはそ

の力が積み重なっていきません。その代りに膝をついて歩くことが増えてきました。 

クラスとしては、膝をつくのではなくしっかり歩けるようになってほしいというねらいを持

ち、歩く力が積み重なるにはもっとあそびと時間が必要なのかもしれないという話になりまし

た。とにかくもっと足の力をつけられるようにしていこうと、箱押し・コの字ブロック・階段

のぼり・マットなどを取り組んでいきました。 

そんな中、12╱８の夕方マットの山を作ってあそんでみました。（３５㎝の高さの机にマット

をひいて作る。この高さでするのは初めてだった）すると、初めはできなくて怒っていたので

すが、少し大人が支えることで登れるようになり、繰り返し何度もチャレンジして最終的には

自分で登れるようになって、山のてっぺんで「お～い」ととても生き生きとした表情で手を振

るAちゃんの姿がありました。クラスでもこの姿を伝え「Aちゃんの好きなあそびを保障して

いこう」と、マットでくり返しあそんでいくことになりました。 

その後は日によって楽しむ時もあれば、全くしようとし

ない時もあり、今日はしたくないのかと思うと、みんなが

いなくなったら急にあそびだしたりすることもありました。

また、「登れたね」と認めると座り込んでしまう姿があり、

この姿は何なのだろうと考えました。 

そこで、クラスでもAちゃんの姿から次のことを大切に

しようと話し合いました。 



－４－ 

① 人数が多かったり、周りの雰囲気がいつもと違ったり、ざわざわと落ち着かないのがAち

ゃんにとっては不快→安心できる場や安心できる時間を保障し、ゆったり関わっていく。 

② どこかで保育者が「なかなか歩かないのはどうしてだろう」「歩いてほしい」「またAちゃ

んちゃん…」とAちゃんのことを見てしまい、その大人の思いや願いがプレッシャーにな

っているのでは→そういう子どもの見方をしないように、言葉かけも含め気を付けるよう

にする。 

③ 「できたね」「歩けたね」と認めて共感しようとすると、しゃがみこんだりするのはなぜか？

→Aちゃんに合った認め方、コミュニケーションのとり方を見つけていく。また、気持ち

がついてこない時は身体もついてこないだろうから、Aちゃんが快く思えて自ら「やりた

い」と思えるあそびをもう一度探っていく。 

＜友だちの存在の大きさと、本当の意味で自信がついた時＞ 

 1月を迎え、姿としてはあまり変化がありませんでした。ただ発表会の取り組みで牛乳パッ

ク積み木であそぶようになり、それを積んだり倒したりしていると、自分で立つことが増えて

きました。また大人と手をつなぐと、それは安心するのか、すたすたと歩けるようにもなって

いました。力はついてきている…あとはAちゃんの気持ち次第かなと思いました。もしかして

こけるのが嫌なのなら、こけても大丈夫なマットの上で歩く練習をしてみようと考えました。 

・１╱11…夕方、平らにマットをひき、「歩いてみよう」「こけても痛くないよ」と言いながら促

してみるが、本人に全くやる気がなかった。やらせようとするのはよくないなと反省。 

・１╱18…ＤＶＤ参照。夕方、低いマットの山と平らなマットを用意する。低い方は歩ける子が

自分でバランスを取りながら歩いて降りる楽しさを感じられるし、その姿を見ればAちゃん

も「やりたい」と自分から思えるようになるかもしれないと考え設定する。 

  たまたま平らなマットで大人が支えてでんぐりがえりをしてあそんだことが子どもたちに

広がり、それを見ていたAちゃんが「やりたい」と思って高這いのポーズをとったことがき

っかけで何度か立ち上がり2～3歩歩ける。少し自信もついたのか、「歩けて嬉しいね」と認

めると嬉しそうに笑う。 

・１╱19～20…急に歩くことが増えてきた。「できたね」と認めると恥ずかしそうに座り込むが、

家でもよく歩いていたと聞く。 

・1╱23…自信をもって歩き出す。ひよこぐみから食堂までほとんどこけることなく歩いたり、

方向転換もするように。「Aちゃんちゃん、歩くの上手だね」と共感すると、恥ずかしそうに

するがはにかんだ笑顔を見せて歩く。 

 色々試行錯誤しながら、常にAちゃんの思いに寄り添いながら取り組んできたことが、今の

姿につながったのかなと思います。0歳児にとって、箱押し・コの字ブロック・戸板のぼり・

階段のぼり・マットなどハイハイや歩行を促す活動を

繰り返し取り組んでいく大切さと、量として積み上が

っていくことが歩く力につながると改めて感じました。

しかし、その活動をただすればいいのではなく、そこ

に大好きな大人や友だち、そして楽しいあそびがある

からこそ主体的に自分から「みんなと同じようにやり

たい」という意欲が生まれ、子どもがうんと大きく成

長し変わるのだと思います。 


